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【講演要旨】 
  

グローバル化する世界に暮らす 
－現代ネパールの諸相－ 

  
森本 泉 

 

 ネパールでは近代以前から交易や移牧で国境を越えて

活動する人々がみられたが， 20世紀末以降，世界的な移

動のグローバル化の波にのって，ネパールからの出国者

数が急増している（図１）．この増加の背景には，1996

年にネパール共産党毛沢東主義派（当時）によって開始

された「人民戦争」や，2001年に起きた王宮事件などの

政情不安もある．また，2000年代に入ってマレーシアを

はじめ韓国や中東諸国と，二国間協定を結んで以降，出

稼ぎ者が急増し，2005年頃にはネパールからの出国者数

がその入国者数を上回るようになった（図１）． 

出国者数が増加するにつれ，外国からの送金も増加し，

ネパールの人々の暮らしに変化が見られるようになった．

都市のみならず農村部にも新しい家が建てられ，各家庭

でテレビなどの家電が購入されるようになった．2015年

４月に発生したネパール大地震からの復興も，親族に出

稼ぎ者がいるか否かによってその速度やかたちに差異が

表れている．こうした送金による影響が身近で可視化さ

れてきたことも，ネパールの人々を国外に駆り立てる要

因となっている．GDPに占める外国送金額の割合は，2015

年および2016年について世界で２番目に高くなっており，

直近の５年間で30％前後を推移していることからも，出

稼ぎがネパール経済の重要な柱になっていること 

がうかがえる（図２）． 

 ネパール人が渡航する行先は，マレーシア，カタール，

サウジアラビア，UAE，クウェートの順に多く，日本は第

10位（2015/16－2016/17年）となっている．一方，日本

では，外国人登録者数は1980年代から増加しているが，

ネパール人が増加するのは比較的最近になってからであ

る．表１が示すように，現在の日本における総在留外国

人の主な出身国・地域は中国，大韓民国などアジアが多

く，ネパールは9番目に多い．日本で，世界で唯一方形で

はない国旗を店先に掲げたネパール料理店を見かけるこ

とや，コンビニの店員としてネパール人が働いているの

を見かけることが増えてきたように，ネパールが身近に

感じられるようになっている． 

日本に滞在するネパール人は東京に最も多く集中して

おり，愛知，千葉，福岡，神奈川などの都市部や工業地

域に多い（図３）．在留資格でみると留学が最も多く，家

族滞在，技能と続く（図４）．ネパールからの留学先とし

て日本は人気があるが，日本語学校への留学後は専修学 

校等に進学する人が８割強を占め，短大や大学に進学す 

図２ GDPに占める外国送金額の推移 

（世界銀行の資料より作成） 

 

図１ ネパールにおける出入国者数推移 

（Nepal Tourism Statisticsより作成） 
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る人は少ない．在学中に１週間で28時間，資格外活動と

して就労許可が得られ，留学生は学費や生活費を稼ぐた

めに働いている．技能資格滞在者は中国人に次いで多く，

インド・ネパール料理店で働くネパール人が増加してい

る．これらの留学資格や技能資格で滞在するネパール人

が呼び寄せる家族滞在者も，資格外活動として就労が認 

められている．このほか，2015年および2016年に日本で  

 

難民認定申請をした外国人のうちネパール人が最多であ

ったが，彼／彼女らも特定活動という在留資格で就労が

認められている． 

在日ネパール人の約８割が，以上の四つの在留資格で

占められている（図４）．在日外国人の中でのネパール人

の特徴は，技能資格の割合の高さである．ネパール人の

技能資格滞在者は，1980年代に日本でエスニック料理へ

の関心が高まるのを背景に増えたインド料理店で，イン

ド人に雇用されていたネパール人料理人に起源が求めら

れる．インド料理店の増加に伴い，そこで働くネパール

人が増加し，やがて独立してネパール料理店を開業する

ようになった．このように，ネパール人がネパール料理

店を開業し，そこで働くネパール人を呼び寄せるように

なった．食べログ検索で「ネパール料理」の店を検索す

ると，全国で1,855件，東京都だけで584件ヒットする

（2018年12月）． 

 

 

代々木公園で行われたネパールフェスティバル 

（2017年 筆者撮影） 

   

留学, 27,101 
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図４ 在日ネパール人の在留資格別割合（2017年） 

（法務省在留外国人統計より） 

 

 

 

 

表１ 日本における総在留外国人の 

主な出身国・地域（2017年） 
 

  

中 国 901,200     
大 韓 民 国 548,899     
フ ィ リ ピ ン 292,150     
ベ ト ナ ム 267,984     
ブ ラ ジ ル 193,798     
台 湾 117,194     

ア メ リカ合衆国 101,873     

タ イ 88,614       
ネ パ ー ル 81,144       

イ ン ド ネ シ ア 75,580       

ペ ル ー 48,388       
オ ー ス ト ラ リ ア 42,067       
イ ン ド 34,348       
朝鮮民主主義人
民 共 和 国

30,859       

3,179,313  

国籍・地域 総　　　数

総 数  

 

  

図３ 在日ネパール人都道府県別人口分布（2017年） 

（法務省在留外国人統計より作成） 
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ネパール料理店の経営者は，１店舗につき３～４人の

料理人を呼び寄せることが可能である．日本で料理人と

して働きたいネパール人は，こうした経営者に渡航手配

料を支払う際に借金することが多い．日本に来てしばら

くは借金を返済していかねばならず，料理人の中には家

族滞在資格で妻を呼び寄せ，共働きしている人も多い．

2000年代以降，不法滞在者は激減した一方で，ネパール

人の中には，難民申請をして特定活動の資格で働きなが

ら日本で暮らしている人もいる． 

グローバル化とともに国境を越えるネパール人が増加

し，世界各地で暮らすようになった．この人々の移動を

引き起こす要因には，経済格差や賃金格差はもとより， 

世界の労働力需要とネパールにおける雇用機会不足が

ある．そして，国境を越える流れの一部が日本へ向かい，

ここで料理人になったり勤労学生になったりして暮らし

ている．ネパール人がグローバル化する世界に暮らすと

いうことは，ネパールが身近な存在になりつつある私達

自身もまた，ますますグローバル化する世界に暮らして

いることにほかならない． 

2018年12月に日本では深刻な人手不足の解消を目的に，

既存制度の見直し等さまざまな問題を抱えたまま出入国

管理法改正案が可決された．外国人単純労働者に門戸を

開くことになる法改正であり，今後来日する外国人の増

加が見込まれている．多くの移民を受け入れている欧米

先進国では，社会的統合をめぐって包摂／排除の問題が

顕在化している．今後，日本社会においても同様の状況

が問題化することが予想され，多文化共生を前提とした

包摂型の社会づくりが必要とされよう． 
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